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研究成果の概要： 
 核融合炉等の大量のトリチウムを使用する施設ではその最外郭に非常時トリチウム回収

システムを備えたコンクリート製の建屋が用いられる。従って核融合炉のトリチウム安全対策

を保障するためにはコンクリート壁でのトリチウムの透過・移行挙動を移動現象論的に把握し

ておかねばならない。コンクリートの主成分はセメントペーストと砂利および小石であるがそ

の構造の中に多くの水を保持する親水性の多孔質体であるので、申請者が固体増殖材中のトリ

チウム挙動解明のために構築した吸着、同位体交換反応、拡散等の諸現象の集約としてのモデ

ルを応用して世界で初めてのコンクリート中のトリチウム移行モデルを作り上げ、必要な諸特

性を実験で求めた。シミュレーションの結果は実験データと良好な一致を示した。 
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１．研究開始当初の背景 
 ITER の建設場所が決まり核融合炉の本格
的トリチウム燃焼実験が始まろうとしてい
る。この機に対応して IFMIF に代表される
大量トリチウム使用施設の建設も考えられ

ている。大量のトリチウムを使用する施設で
は環境へのトリチウムの移行防止対策とし
て多重閉じ込めシステムが考えられている
が、その最外郭には非常時トリチウムシステ
ムを備えたコンクリート製の建屋が用いら
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れる従って、核融合施設のトリチウム安全対
策を保障するためには種々の条件下におけ
るトリチウムの透過・移行の挙動を移動現象
論的に把握した汎用的解析コードの作成が
要請されている。コンクリートにおけるトリ
チウムの挙動に関しては、これまでも軽水炉
圧力容器のコンクリート中に生成されると
リチウムの除去対策やコッククロフト加速
器室の壁のトリチウム汚染対策等で除染を
目的とした検討の対象になったことがある
が具体的な成果が得られないまま今に至っ
ている。 
 
２．研究の目的 
 コンクリートの主成分はセメントペース
トと砂利および小石であるが、その構造の中
に多くの水を保持する親水性の多孔質体で
ある。筆者は既にゼオライト、シリカゲル、
活性アルミナ等の親水性多孔質吸着材やこ
れらを担体とした貴金属触媒へのトリチウ
ム取り込み機構を吸・脱着反応や２種類の同
位体交換反応ならびに粒子充填層中の拡散
移行等の素過程を導入して、構造水、化学吸
着水、物理吸着水からなる表面水モデルを構
築して解析してきており、その手法を固体増
殖材表面からのトリチウム放出挙動やトリ
チウムシステム配管表面におけるトリチウ
ムの汚染・除染挙動の解析および燃料電池固
体高分子膜における水の移行挙動に応用し
て多くの成果を挙げてきている。 
 本研究ではこれまでに筆者が確立してき
たトリチウム挙動の解析手法をコンクリー
トにおけるトリチウム挙動の解明に応用し
ようとするものである。 
 
３．研究の方法 
１）重水素ガス、重水蒸気およびトリチウム
ガスを用いてのセメント透過実験を行い同
位体交換反応の反応速度を定量する。透過し
てきた重水蒸気の定量には貴金属触媒によ
る同位体交換反応塔を作成し、水分計および
低温ガスクロの測定用セットを作成して用
いる。トリチウムの測定は自作の電離箱シス
テムを用いて行う。 
２）幾つかのセメント製円柱固化体を作成・
養生し、その一端のみを水蒸気に曝露して
種々の曝露時間に対してセメント固化体中
の軸方向へのトリチウムの浸透速度を測定
する。この実験は日本原子力研究機構トリチ
ウム実験室のトリチウム水蒸気雰囲気を使
用する。 
３）得られたトリチウムの移行に関連する物
質移動諸特性値（吸着速度、吸着容量、拡散
速度、同位体交換反応反応速度、同位体交換
反応交換容量等）を用い２）で得られた実験
値について解析を行いコンクリート中 HT な
らびに HTO の実効拡散係数を求める。 

４）何種類かの砂利、小石を含んだセメント
ペーストによる円柱固化体を用いたトリチ
ウム浸透実験によりモルタルおよびコンク
リート中のトリチウムの移動に与える小石
の効果も検討する。 
 
４．研究成果 
１．各コンクリート試料におけるトリチウム
分布の比較 
曝露期間 2ヶ月の場合の各コンクリート材
料のトリチウム分布を求めたが､同位体交換
容量の傾向と同様に、最も曝露面に近い一片
のトリチウム捕捉量はセメントペーストが
一番多かった｡続いて、モルタル、CON1、CON2
の順であった｡これは各コンクリート試料の
中に占めるセメントペーストの割合が、各コ
ンクリート試料のトリチウム捕捉量に依存
しているためと考えられる｡またCON1とCON2
の実験結果からは、骨材の最大粒径の違いに
よるトリチウム分布の大きな違いは見られ
なかった｡CON4 の試料においては、試料をト
リチウム雰囲気に曝露する直前まで 1ヶ月間
水に試料を浸けた後に、曝露した試料である｡
この試料(CON4)では、最も曝露面に近い一片
のトリチウム捕捉量が他のコンクリート試
料と比較して 1/3 程度になっていた。この原
因を考えると、トリチウム捕捉量に大きな影
響を及ぼす化学吸着水と構造水中のトリチ
ウムの捕捉は、物理吸着水との同位体交換反
応によりトリチウムを捕捉するのだが､試料
中の空隙が水で埋めらた状態になると以下
の式から 1g の試料あたり約 0.02g の水が含
まれることになり、セメントペーストの割合
が 0.24 の試料では物理吸着水(約 0.008g/g)
の 2.5倍の水が普通の試料より多く存在する
ことになる。 
実際の原子力施設で使われるコンクリー
ト壁は、厚みが 1m 程度あるものが多く､その
コンクリート壁の中央部は資料によると水
で埋まっているという考えが主流である｡よ
って CON4 の結果のように水で空隙が埋めら
れた場合には、乾燥状態の試料(CON1)と比較
しトリチウム分布に大きな違いが生じるな
らば、実際のコンクリート壁を考える際には
と表面数 10cm は CON1 の挙動に似たもので、
さらに内側は CON4 の挙動ようにと、今後水
の挙動とを関連させた議論が必要になって
くると思われる｡ 
さらに長期曝露した場合(6 ヶ月)の結果を
求めているが､長期曝露においてもセメント
ペーストが最もトリチウム捕捉量が多かっ
た｡また長期曝露では試料側面からペイント
を透過してのトリチウムの漏れが問題とな
ってくる可能性が見られたため、ペイントの
透過挙動に与える効果については今後検討
すべきと思われる｡次に､各コンクリート試
料内のトリチウム移行速度を比較するため、



曝露面に最も近い一片のトリチウム捕捉量
をそれぞれの C0とし､曝露期間 2 ヶ月で C/C0
を縦軸にとったときの図を求めた｡この図か
らセメントペーストの移行速度は、他のコン
クリート試料より少し速かった。またモルタ
ル､CON1、CON2 ではほとんど同じ移行速度で
あった｡この移行速度は、主にコンクリート
中の水蒸気の拡散係数と空隙率が大きな影
響を与えていると考えられ、さらに長期曝露
したデータを集め、検討する必要がある。 
 
２．曝露期間の違いによるトリチウム分布の
比較 
 セメントペースト(W/C60)、モルタル、コ
ンクリート(CON1､CON2)それぞれの試料にお
いて曝露期間を変化させた場合でのトリチ
ウム分布を各々図にして比較した｡グラフの
結果から、側面からの漏れと思われる部分を
考慮すれば､最大 6 ヶ月間曝露した試料にお
いても 4cm程度しかトリチウムが進入してき
ていないことが分かる｡これはコンクリート
の交換容量が大きいためだと考えられる｡ま
たペイントを塗った底の面からトリチウム
の分布が見られ､防水塗料をコンクリートに
塗ってもトリチウムの進入は防げないこと
が分かった｡セメントペースト(W/C60)と
CON2 の結果においては、九大の実験データを
生かしてさらに詳しい解析を行った｡セメン
トペーストにおいて、解析に必要な実験デー
タ(水分吸着式や DH2O、Kad,exなど)が九大の実
験で揃っており､佐竹らのトリチウム実験で
側面からの漏れを考慮すれば、九大の実験デ
ータを使ってトリチウム実験結果がうまく
模擬できたことから、佐竹らの実験データが
トリチウムの移行挙動にも応用できるとし
て実験データと今回のコア抜き実験の結果
とのフィッティングを行った｡使用したセメ
ントペースト(W/C60)における物理吸着水の
吸着式や化学吸着水の式、構造水量、水蒸気
の拡散係数は、理論で求められた式を用いた｡
同位体交換反応の総括物質移動係数は、これ
までに求められていた値を使い､同位体交換
容量は実際にトリチウム雰囲気に曝露した
結果から得られた値、つまり化学吸着水と構
造水の全量を同位体交換容量とした｡子の考
えに基づき計算したトリチウム分布と実験
値は一致しなかった｡しかし構造水中のトリ
チウム分布と実験結果は、良く一致している｡
これは実験において、コア抜きのドリル作業
におけるドリル熱で温度が上がってしまい､
物理吸着水や化学吸着水の多くが脱着して
しまったためではないかと考えられる｡実際
に実験を行っていると、作業しているフード
内のトリチウム濃度はドリル作業の際に一
桁以上高くなることもあり､外へ試料の粉が
飛ばないよう試料にかぶせている袋にもド
リル作業で水滴がついてしまっている｡また

メントペーストの水分放出曲線や次の実験
のトリチウム放出実験結果から判断しても、
ドリルで 200℃程度まで温度が上がればかな
りの化学吸着水が脱着してしまう。以上のこ
とから､ドリルで多くの物理吸着水と化学吸
着水が脱着してしまう可能性は高いものと
考えられる｡他の曝露期間の実験結果との比
較も示したが､曝露期間 1 ヶ月の実験結果と
構造水のトリチウム分布は 2ヶ月同様良い一
致がみられた｡4 ヶ月の方は、最も曝露面に近
い一片が粉々に砕けてしまった試料だった
ので検討が必要だが､構造水のトリチウム分
布では一致せず化学吸着水の一部も加味す
る必要がある結果となった｡６ヵ月曝露にお
いてはよい一致が見られたので、実験作業が
うまくいけば一定の特性をもった分布にな
ると思われる。セメントペーストの実験結果
と計算結果の考察には、更に実験結果を増や
していく必要がある｡ 
 次にコンクリート試料の実験結果におい
ては、セメントペーストの実験データや同位
体交換容量の結果を用いてシミュレーショ
ンで模擬できないかを検討した｡シミュレー
ションには一例として CON1 の 2 ヶ月曝露の
結果を用い､同位体交換容量は求めた値をも
とに算出した｡まず、同位体交換容量以外の
セメントペースト(W/C60)での実験データを
そのまま使用すると、計算値の方がトリチ
ウム分布より速かった。そこでセメントペ
ーストからコンクリートに試料が変わった
ことで、変化する可能性がある実験データを
検討した。検討した結果、骨材による試料全
体の比表面積の減少も含めて同位体交換反
応速度が遅くなる可能性と、水蒸気の拡散係
数が空隙率の減少によって小さくなる可能
性を考えた｡まず、同位体交換反応速度の減
少についてのシミュレーション結果を求め
てみた。結果としては、同位体交換反応の総
括物質移動係数KF,exを様々変化させてみたが､
実験結果との良い一致は見られなかった｡次
に、水蒸気の拡散係数 DH2Oを変化させた場合
結果を検討してみた。結果として拡散係数を
セメントペーストで実験的に求められた値
の 1/3 程 度 に 小 さ く し た 値
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OH 1005D −×= . 2/s]で実験結果と一致が
見られた｡他の曝露期間における実験結果と
の比較も､こちらの拡散係数を使用すること
で良い一致がみられたことから拡散係数が
セメントペーストより 1/3程度下がると考え
るのは妥当ではないかと思われる｡本研究で
行ったモルタルの水素透過実験でもセメン
トペーストより水素の拡散係数が 1/3程度下
がったことや､文献でもセメントペーストと
コンクリートの比較で同様の傾向が見られ
たことからもこの考えは妥当ではないかと
思われる｡水蒸気の拡散係数にはコンクリー
ト材料の空隙率が大きな影響を及ぼしてい



ると考えられ､セメントペーストの空隙率が
20%程度あるのに対してコンクリートにおい
ては 5~10%に減少していることが大きな要因
と思われる｡この計算値にはドリルの熱の影
響は考慮されていないが､熱の影響の大きい
セメントペーストの割合が、コンクリートに
おいては 2割弱しか含まれないのでコンクリ
ート全体に及ぼす影響も大きくないものと
考えられる｡これらの結果から、コンクリー
ト内のトリチウムの移行挙動は、コンクリー
ト中に占めるセメントペーストの割合から
コンクリートの同位体交換容量を概算し､空
隙率などのデータからコンクリートにおけ
る水蒸気の拡散係数を求めることで九大で
も実験データをもとにトリチウムの透過挙
動が考えられるのではないかと思われる。 
 
３．トリチウム放出実験 
除染順序としては、(a)始め常温で乾燥ガ
スを流す方法を行い、(b)次に乾燥ガスを流
した状態で温度を上昇させる方法を行って､
(c)最後に常温で水蒸気を含んだガスを流し
て除染する方法をとった｡(a)の方法によっ
て物理吸着水に含まれるトリチウム水を除
染して､(b)では化学吸着水に含まれるトリ
チウム水を除染して､(c)では構造水に含ま
れるトリチウム水を除染できると考えられ
る｡セメントペーストのトリチウム捕捉量が
飽和に達したことを確認した後､トリチウム
雰囲気から実験装置の石英管にすぐに移し
て実験を始めた｡求められた結果から常温で
乾燥ガスを流したとき、全体の総量の 1/3 程
度が放出され、次の温度上昇作業で残りのト
リチウムのほとんどが放出された｡また、温
度上昇作業では 600℃までの温度上昇でトリ
チウムの放出がほとんど完了し、水を含んだ
ガスを流したさいには微量しかトリチウム
が放出されなかった｡実験後、試料を純水の
入ったバイアル瓶に入れ、ガスの流通では放
出されなかったトリチウムが存在するかを
確認したが､この結果でも 10Bq 程度しか検
出されなかった｡構造水から放出されるはず
のトリチウムが放出されなかった原因とし
ては、先に行った乾燥ガス流通のときにコー
ルドトラップで水分を十分除去したはずで
あったが、必ず数 ppm の水蒸気が除去できず
に試料に流通してしまうのでこれらの水蒸
気と同位体交換反応によって乾燥ガス流通
時に放出されてしまったことが考えられる。
今回の実験で試料から放出されたトリチウ
ムの総量を算出すると、定量した物理吸着水
や化学吸着水・構造水の値から H/T 比を使っ
て計算したトリチウム捕捉量の総量とほぼ
同じ値となった。よって乾燥ガス流通時に構
造水に含まれていたトリチウムが放出され
てしまった可能性は高いと考えられる｡市川
が行った同様の実験でも、同様の結果が得ら

れたことからも今後実験方法を改良する必
要があると思われる｡ 
 
４．セメントペースト壁を通過するトリチウ
ム水蒸気挙動の概算 
 引き続き､実際にセメントがトリチウム取
扱施設の壁に使われた場合、トリチウムがど
のようにして透過するかを実際の環境状態
に似た状態でシミュレーションしてみた｡ト
リチウム挙動をみる上で､モデル図からもト
リチウムガスとトリチウム水蒸気の挙動は
大きく違うので、まずはトリチウム水蒸気に
ついて検討した｡シミュレーションには、こ
れまで行ってきた一連の水蒸気や重水蒸気
で求めた実験データを用いた｡同位体交換容
量を化学吸着水、構造水の全量とすることで､
トリチウム雰囲気曝露実験でのトリチウム
分布とフィッティグできたことから、重水素
とトリチウムの同位体効果はないと考えら
れ､重水蒸気から求めた同位体交換反応の総
括物質移動係数をトリチウムとの同位体交
換反応にも用いた｡一つ目のシミュレーショ
ンでは壁厚を 0.05ｍとし、室温 25℃で高濃
度側から低濃度側へセメントペースト
(W/C60)壁を介して、透過する形をとった。
また拡散現象における物質収支式は平面な
ので一次元拡散式式（x : 壁での内側からの
距離）を用いた｡ 
 まず比較のため水蒸気の場合を考えてみ
た。高濃度側を 25℃の飽和水蒸気圧 3167Pa
で保ち､水蒸気圧 0.0Pa の低濃度側へ水蒸気
が透過する際でのセメントペースト壁中の
水蒸気濃度分布変化を求めた｡このシミュレ
ーション図から、壁厚が 0.05ｍでも水蒸気の
透過は定常に 1ヶ月以上要することがわかっ
た｡また、研究補助者の本島の概算では、壁
厚 1.0ｍでの水蒸気透過の定常には数年以上
かかることがわかる。 
 同じシミュレーション条件で、トリチウム
水蒸気 3167Pa が壁を介して 0.0Pa の方へ透
過する場合の計算も行った。曝露期間は 1ヶ
月とした｡この比較から、トリチウム分布で
は化学吸着水と構造水の存在(同位体交換容
量)によって濃度分布の高さが水蒸気の場合
よりも高くなっていることがわかった。この
原因としては、水蒸気の分布では、化学吸着
水などは作用せず､物理吸着水の分布を示し
ていることになるのに対して､トリチウム水
蒸気の分布では、同位体交換反応があるため
化学吸着水なども分布に作用する結果、トリ
チウム分布濃度が結果として高くなるため
である。これらの比較から同位体交換反応に
よって化学吸着水や構造水から出てきた物
理吸着水中の水素と物理吸着水中のトリチ
ウムとの合計分布は、水蒸気透過シミュレー
ションのときの水蒸気分布挙動と非常に似
ている事もわかった｡この結果から、トリチ



ウム除染のため除染装置を発動させて乾燥
により除染させたとしても実は効果的な除
染でなく、セメントペースト中の物理吸着水
のトリチウムのみを除染しただけを意味し
ている｡よって除染には水も使った除染方法
がより効果的であると思われるが､壁厚が厚
いものでは水蒸気の拡散係数が小さいため、
徐々にしか除染できず除染が非常に長期間
に及び、また除染し終わったと判断してもま
だトリチウムが壁内に残っている可能性も
あることから、とても慎重に取り扱わなけれ
ばならないことが分かった｡ 
 また、施設内と外部の水蒸気濃度を変化さ
せた条件での壁内のトリチウム濃度分布の
経時変化を求めてみた｡求めたグラフでは外
部と施設内の水蒸気濃度の差によって生じ
る水蒸気の透過方向では違いがあるのだが、
このときトリチウム挙動にも影響が生じる
のかについて検討した｡結果として、たとえ
水蒸気透過方向とトリチウムの移行方向が
逆であってもトリチウム挙動に影響がなか
ったことから,水蒸気の透過方向は、トリチ
ウムの移行挙動に影響を及ぼさないことが
分かった｡これは他に計算して求めた施設内
トリチウム濃度の経時変化からも観測する
ことができる｡またトリチウム水蒸気の破過
時間tBは水蒸気の場合より5倍程度長くかか
ることや、外部の水蒸気圧が高くなれば、ト
リチウムの移行挙動を促進して tB が速くな
ることが分かった｡これは同位体交換反応の
中で物理吸着水の項の値が大きくなり、結果
として同位体交換反応が促進されていると
思われる｡よって環境下の湿度が高い(梅雨
や雨の日など)と、トリチウムの透過が進む
ことになる可能性があると思われる｡しかし
円柱固化体のトリチウム水浸透実験におい
て CON4 試料の実験結果のように水が壁中に
どっぷり入っていると、挙動が変化する可能
性があることも考慮には入れておかなけれ
ばいけない｡モルタルにおいても実験データ
をもとに(KF,ad と KF,ex はセメントペーストの
場合と同じとした)同様のシミュレーション
を行ったが、破過時間などは遅くなるものの、
挙動としてはセメントペーストの場合と同
じ挙動を示したのでここではそれ以上詳細
に行わなかった｡ 
 
５．セメントペースト壁を通過するトリチウ
ムガス挙動の概算 
５－1)トリチウムガス除染装置がない場合 
 トリチウムガス(以後 HT ガス)においても
トリチウム水蒸気同様、どのように HTガス
がセメントペースト壁内を透過するのかを
シミュレーションしてみた。使用する実験デ
ータとしては、実験で求めた拡散係数相関式
で記したセメントペースト中の水素拡散係
数を用いた｡また透過挙動で用いた物質収支

式は平面を透過するときとした。佐竹らの実
験結果から、常温付近では水蒸気は水素の拡
散に影響しないので水蒸気濃度はシミュレ
ーション条件に考慮しなかった｡また重水素
の実験においても水素の拡散結果と違いが
生じなかったことから、同位体効果や同位体
交換反応は起きないと考え HT ガスの透過に
も水素の拡散係数をそのまま用いた｡シミュ
レーション条件は、トリチウム水蒸気同様に
一辺が 10ｍの立方体のトリチウム取扱施設
を壁厚 0.1ｍのセメントペースト壁の建屋で
覆っているとして、外部(環境)には体積 107

ｍ3の空間を設けた｡施設内および外部空間内
は完全混合状態であるとした｡シミュレーシ
ョンのときの初期トリチウム濃度は、施設お
よびセメントペースト壁内、外部空間のそれ
ぞ れ 1.0×1010[Bq/m3] 、 0.0[Bq/m3] 、
0.0[Bq/m3]とし、破過時間はトリチウム水蒸
気のときと同様の定義で、施設内のトリチウ
ム初期総量の 1%が外部に漏洩するのにかか
る時間 tBとした。この HT ガス透過シミュレ
ーションの際のセメント内 HT ガス濃度分布
を示す。この壁厚 0.1ｍの場合では、HT ガス
拡散が定常になるまでに 2 分程度かかった｡
これはトリチウム水蒸気の場合と比較する
と、非常に早く定常に達していることがわか
る。これに対応する施設内 HT ガス濃度の経
時変化を求めて図として比較した。この図か
ら、壁内の HT ガス濃度分布が定常になるま
では施設内の HT ガス濃度が急激に減少する
ことがわかり、壁内の分布が定常に達した以
降は、施設内の HT ガス濃度降下の速さは減
少した。また、この図から、建屋の壁厚が薄
くなると施設内の HT ガス消失速度も速くな
ることがわかった。さらに壁厚 1.0ｍでは、
HT ガスの 5%が施設から消失する時間は 1 時
間以内であり、10%の消失には 3 時間もかか
らないことがわかった。またシミュレーショ
ンでは破過時間 tBと壁厚の関係を示した。比
較としてモルタルでの水素拡散係数も使っ
て行った結果も示した。0.2ｍの壁厚でセメ
ントペーストの場合は破過時間までに 2時間、
モルタルでは 5時間という短い時間しかかか
らなかった。また原子力施設で使われている
壁厚 1.0ｍではセメントペーストで 11 時間、
モルタルで 3日もかからなかった。これらの
結果からトリチウムガスの漏洩問題は、トリ
チウム水蒸気とは逆で、とても短期間に起こ
る問題への対応となることがわかった。従っ
て、トリチウム除染装置を導入した場合につ
いて次の章で考察した。また、モルタル壁に
した場合についても同様に行ったが、トリチ
ウム水蒸気のとき同様 tB は大きく変化する
ものの、挙動としてはセメントペーストの場
合と変化がない。 
 
５－２）トリチウムガス除染装置がある場合 



 次にトリチウムガス除染装置が取り付け
られたトリチウム取扱施設の場合について
検討した。 
 まず、換気回数 3.6[h-1]の除染能力を持っ
た除染装置が設置してあるトリチウム取扱
施設内の HT ガス濃度の経時変化を求めてみ
た。この得られた図から除染装置の設置は施
設内の除染には効果的な役割を果たしてい
ることがわかる。次に除染装置(除染能
力:K=10.0、QT/VC=3.6[h

-1])を設置した場合の
壁内 HT ガス濃度分布の経時変化をシミュレ
ートしてみた。除染装置のない場合の壁内 HT
ガス濃度分布と比較すると、施設内の HT ガ
ス濃度が除染装置により急激に減少したた
め、大きく違った分布結果がみられた。外部
空間へのトリチウム漏洩率と換気回数の関
係に注目して比較を行った。このシミュレー
ションで得られた図から除染係数が 10.0 で
壁厚が 0.1ｍのときは、漏洩率を 1%以内に抑
えるには換気回数が 7 回/h 必要で、0.2ｍの
ときは換気回数が4回/h必要であることがわ
かった。換気回数 1.0 回/h で壁厚が 0.1ｍの
ときの外部空間へのトリチウム漏洩率と除
染係数の関係を求めてみた。除染係数を大き
くすれば漏洩率も減少するが、除染係数が 10
以上になると漏洩率を減少割合がほとんど
なくなっていた。このことから漏洩率を抑え
るために適正な値が存在し、その値以上に除
染係数を向上させても効果的な結果を得ら
れない。最後にで漏洩率と除染係数、換気回
数の相関関係を示した。このシミュレーショ
ンで得られたグラフから、0.1ｍの壁厚で抑
えたい漏洩率さえ決めれば、それに必要な換
気回数と除染係数がわかることになる。よっ
て例えば、1%に抑えたければ換気回数 5回/h
以上で、除染係数 10 以上の能力が必要であ
る。以上の結果から拡散係数さえわかれば、
本研究によって壁厚や初期トリチウム濃度
がいろいろ変化しても、トリチウムガスの挙
動を把握することができ、適正な除染能力が
把握できることが可能となった。 
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